
資料 ３ 

 

「第３次青森県食育推進計画（案）」における「推進指標」設定の考え方 
 

現行の「第２次食育推進計画」をベースに、短期指標（１～５年程度の短期間で目標達成が可能と思われる指標で、毎年度、進ちょく状況を把握）、長期指

標（５～１０数年の長い期間で取り組む指標であり、５～１０年程度の期間で進ちょく状況を把握）、参考指標（食とは関係があるものの、食以外の要因も多

く関わる指標で、５～１０年程度の期間で進ちょく状況を把握）を設定しました。 

特に、国の食育推進基本計画の目標値（第３次予定）や健康あおもり２１（第２次）の目標値等との整合性を重視しました。 

 

【基本方向①】ライフステージに対応した食育の推進 

NO 期

間 

推進指標 第２次計画か

らの方向性 

現状値 目標値 目標値の考え方 備 考 

１ 短 食事バランスガイ

ド等を参考に食生

活を送る県民の割

合 

×：廃止 － －  現状値８３．２％（H26）が目標値８０％

以上を達成済みであるため廃止 

指針等の参考状況は、指針等に関する内容

の理解度や参考の程度により、実際の食生

活の実践状況には違いが見受けられる。こ

のため、食事全体における栄養バランスを

示す指標の実践状況について把握が必要。 

２ 短 主食、主菜、副菜を

基準に食事のバラ

ンスを考えた食事

ができている県民

の割合（国：主食、

主菜、副菜を組み合

わせた食事を１日

２回以上、ほぼ毎日

食べている県民の

割合） 

○：新規 （７１．６％） 

（H25） 

８０％以上 

（H32） 

国の目標値と合わせる（２次

計画の目標値は６０％）。 

県の現状値は、主食、主菜、副

菜を基準に食事のバランスを

考えた食事が、ほとんどでき

ている、おおむねできている

と答えた人の割合 

「栄養バランス等に配慮した食生活を実

践する国民を増やす」という国の目標設定

に合わせた。 

 

 

【調査】食の安全・安心推進課 



NO 期

間 

推進指標 第２次計画か

らの方向性 

現状値 目標値 目標値の考え方 備 考 

３ 短 あおもり食育サポ

ーターによる年間

活動回数 

×：廃止 － －  現状値１９３回（H26）が目標値１００回

を達成済みであるため廃止 

４ 短 あおもり食育サポ

ーターを活用し、食

育活動に取り組ん

だ団体数 

○：新規 （調査中） （検討中）  より多くの団体等が、食育サポーターを活

用した食育活動に取り組むことができる

よう目標を設定 

【調査】食の安全・安心推進課（食育サポ

ーター事務局） 

５ 長 食に関する指導計

画を策定している

学校の割合 

×：廃止 － －  現状値９３．４％となり、ほとんどの学校

で計画を策定していること、計画の有無よ

り取組の状況を指標とした方がよいと思

われることなどから廃止 

６ 短 食に関する指導を

行っている小・中学

校の割合 

○：新規 ７１．５％ 

（H24） 

８０％以上 

（H32） 

現状値より増加させる目標値

を設定 

学校での食育の取組の実施状況の目標と

して設定 

【調査】スポーツ健康課「学校保健調査」 

７ 短 顧客に対する食育

情報の発信など食

育に取り組む小売

店・飲食店の数 

○：新規 ２４７ 

（H27） 

３５０ 

（H32） 

現状から約１００店舗の増加

を目指して設定 

現状値は「野菜で健康大作戦」協力店 

 

 

【調査】食の安全・安心推進課 

８ 短 市町村食育計画の

策定率 

○：継続 ９７．５％ 

（H26） 

１００％ 

（H32） 

すべての市町村での策定を目

指して設定 

計画期間終了後の２次、３次計画の策定に

ついても、引き続き働きかけることとす

る。 

【調査】食の安全・安心推進課 

９ 短 食育月間における

食育活動を実施し

た市町村の割合 

 

×：廃止 － －  現状値１００％であるため廃止 



NO 期

間 

推進指標 第２次計画か

らの方向性 

現状値 目標値 目標値の考え方 備 考 

10 参 間食として甘味食

品を頻回摂取する

幼児の割合（１歳６

か月） 

△：参考指標

として継続 

２１．２％ 

（H25） 

２０％以下 

（H32） 

長期的に捉えることが必要な

ため、目標値を据置 

「健康あおもり２１（第２次）」からは目

標値としては設定していないが、虫歯、肥

満、生活習慣病予防の見地から参考指標と

して継続 

【調査】健康福祉部「幼児間食摂取状況調

査」 

11 参 虫歯のない３歳児

の割合 

△：目標値を

上げて継続 

６９．６％ 

（H25） 

８０％以上 

（H32） 

健康あおもり２１（第２次）の

目標値（９０％以上（H３４））

を参考に設定 

【調査】市町村（３歳児歯科健康診査） 

 

  



 

【基本方向②】青森ならでは食の力を生かした「食」と健康を育む環境づくり 

NO 期

間 

推進指標 第２次計画か

らの方向性 

現状値 目標値 目標値の考え方 備 考 

１ 短 教育ファーム推進

計画の策定率 

×：廃止 － －  教育ファーム計画は市町村の食育推進計

画と一体的であること、計画を策定する

ことと教育ファームの推進は同じでない

ことから廃止 

２ 短 農林漁家民宿宿泊

者数 

○：新規 ６，０６０人 

（H26） 

１５，０００人 

（H30） 

「攻めの農林水産業」推進基

本方針に設定しているものを

採用 

 

 

【調査】構造政策課 

３ 短 学校給食における

地場産物の使用割

合（使用量） 

△：目標値を

変更して継続 

６４．３％ 

（H25） 

６７％ 

（H30） 

目標値を達成していないこと

から、継続して目標とする。 

「攻めの農林水産業」推進基

本方針に設定しているものを

採用 

 

 

 

【調査】総合販売戦略課「学校給食県産

食材利用率」 

４ 短 食の安全・安心に関

する基礎的知識を

持つ県民の割合 

○：新規 ８２ ％ 

（H26） 

８０％以上 

（H29） 

「食の安全・安心対策総合指

針」に設定しているものを採

用 

 

 

【調査】食の安全・安心推進課 

５ 長 朝食の欠食率 

 児童生徒 

△：指標を一

部変更して継

続 

１１．５％ 

（H26） 

５％以下 

（H32） 

指標とする数値を、調査頻度

や母数の多い「学校保健調査」

に変更 

目標値は、学校保健計画に設

定しているものを採用 

 

 

 

【調査】スポーツ健康課「学校保健調査

（悉皆）」 

６ 長 朝食の欠食率 

 成人 

○：継続 １０．４％ 

（H22） 

５％ 

（H32） 

長期的に把握する指標である

ため、継続して目標値を設定 

【調査】がん・生活習慣病対策課「青森

県県民健康・栄養調査」 

７ 長 野菜の摂取量 ○：継続 ２６５ｇ 

（H22） 

３５０ｇ 

（H32） 

目標値は「健康あおもり２１

（第２次）に設定しているも

のを採用 

 

【調査】がん・生活習慣病対策課「青森

県県民健康・栄養調査」 



NO 期

間 

推進指標 第２次計画か

らの方向性 

現状値 目標値 目標値の考え方 備 考 

８ 長 食塩の摂取量 ○：新規 １０．５ｇ 

（H22） 

８ｇ 

（H34） 

目標値は「健康あおもり２１

（第２次）」に設定しているも

のを採用 

 

【調査】がん・生活習慣病対策課「青森

県県民健康・栄養調査」 

９ 長 脂肪エネルギー比

率（20～39 歳） 

△：目標値を

変更して継続 

２７．８％ 

（H22） 

２０～３０％ 

（H32） 

悪化傾向にあること、長期的

に把握する指標であるため、

継続して目標値を設定 

目標値は日本人の食事摂取基

準（２０１５年版）（２次計画

では２５％以下） 

【調査】がん・生活習慣病対策課「青森

県県民健康栄養調査」 

現状値：１～６歳  ２８．１％ 

    ７～１４歳 ２９．９％ 

   １５～１９歳 ２９．７％ 

   ２０～２９歳 ２８．２％ 

   ３０～３９歳 ２７．５％ 

   ４０～４９歳 ２５．９％ 

   ５０～５９歳 ２４．０％ 

   ６０～６９歳 ２３．０％ 

   ７０歳以上  ２１．３％ 

（H22 青森県民健康・栄養調査） 

10 参 子どもの肥満傾向

児の出現割合（小学

５年生） 

△：指標を一

部変更して継

続 

男子１４．８％ 

女子１０．９％ 

（H26） 

減少傾向へ 

（H32） 

目標値は「健康あおもり２１

（第２次）に設定しているも

のを採用 

【調査】スポーツ健康課「学校保健調査

（悉皆）」 

11 参 成人の肥満者の割

合（男性２０～６０

歳、女性４０～６０

歳） 

△：指標を一

部変更して継

続 

男性３７．４％ 

女性２２．０％ 

（H22） 

男性３４％ 

女性１９％ 

（H34） 

目標値は「健康あおもり２１

（第２次）に設定しているも

のを採用 

【調査】がん・生活習慣病対策課「青森

県県民健康・栄養調査」 

（国 男性２８％） 

 


